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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公開番号】特開2002-244040(P2002-244040A)
【公開日】平成14年8月28日(2002.8.28)
【出願番号】特願2001-35118(P2001-35118)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/163    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/163   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月12日(2008.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　物体側より順に、正の屈折力の第１群、負の屈折の第２群、開口絞り
、変倍に際して常時固定の正の屈折力の第３群、そして１枚以上の負レンズを有する正の
屈折力の第４群より構成され、該第１群と第２群の間隔を広げながら、第２群を像面側に
移動させ、かつ該開口絞りを移動させて広角端から望遠端への変倍を行うことを特徴とす
るズームレンズ。
　　【請求項２】　前記ズームレンズは像を形成しており、広角端から望遠端への変倍時
、および無限遠物体から近距離物体にフォーカス時における全系の最短射出瞳位置をEP、
広角端における全系の焦点距離をｆｗ、半画角をωｗとおいたとき、
０　＜　｜（ｆｗ・tanωｗ）／EP｜　＜　０．１３
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１記載のズームレンズ。
　　【請求項３】　広角端と望遠端における全系の焦点距離を各々ｆｗ、ｆt、第ｉ群の
焦点距離をｆｉ、望遠端で無限遠物体合焦時の該第３群と第４群の主点間隔をe3T、
　　【数１】

としたとき
０．１　＜　｜ｆ２／ｆＡ｜　＜　０．２９
１．７９　＜　ｅ3T／ｆw ＜　２．７６
０．６３　＜　ｆ３／ｆ４　＜　１．０２
なる条件式のうち１つ以上を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレ
ンズ。
　　【請求項４】　前記第４群は、変倍に際して物体側に凸状の軌跡で移動することを特
徴とする請求項３のズームレンズ。
　　【請求項５】　前記開口絞りは、中間ズーム位置から望遠端にかけて像面側に移動す
ることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のズームレンズ。 
　　【請求項６】　前記開口絞りは、中間ズーム位置で最も物体側に位置するような軌跡
で移動することを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のズームレンズ。
　　【請求項７】　前記開口絞りは、広角端から中間ズーム位置への変倍の際、前記第１
群と同じ軌跡で移動し、前記中間ズーム位置から望遠端への変倍の際、前記第２群と同じ
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軌跡で移動することを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のズームレンズ。
　　【請求項８】　前記第３群に対して前記開口絞りが光軸上において最も離れるズーム
位置と望遠端における前記第２群と該開口絞りの間隔を各々Ｌ２ｓ、Ｌ２ｔ、該ズーム位
置と望遠端における該開口絞りと該第３群の間隔を各々Ｌｓ３、Ｌ３ｔとするとき、
０．２ ＜ （Ｌ２ｓ－Ｌ２ｔ）／（Ｌｓ３－Ｌ３ｔ） ＜ ０．９
を満足することを特徴とする請求項５乃至７のいずれかに記載のズームレンズ。 
　　【請求項９】　前記第１群と第２群の変倍に伴う移動量を各々Ｍ１、Ｍ２とおいたと
き、
０．５　＜　Ｍ１／Ｍ２ ＜　１．２
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載のズームレンズ
。
　　【請求項１０】　前記第２群中の物体側から順に第ｉ番目のレンズ面の曲率半径をＲ
2iとおいたとき
０．５２　＜　｜Ｒ22／Ｒ23｜ ＜　０．９２
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載のズームレンズ
。
ただし、レンズ面の曲率半径はレンズ面が非球面の場合は近軸曲率半径である。 
　　【請求項１１】　前記第３群は物体側から順に正レンズ群と、像面側に強い凹面を向
けた負レンズより構成されていることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の
ズームレンズ。
　　【請求項１２】　請求項１乃至１１のいずれかに記載のズームレンズを有することを
特徴とする光学機器。
　　【請求項１３】　請求項１乃至１１のいずれか１項のズームレンズを有し、撮像素子
に像を形成する光学機器であって、
広角端から望遠端への変倍時、および無限遠物体から近距離物体にフォーカス時における
全系の最短射出瞳位置をEP、広角端における全系の焦点距離をｆｗ、半画角をωｗとおい
たとき、
０　＜　｜（ｆｗ・tanωｗ）／EP｜　＜　０．１３
なる条件式を満足することを特徴とする光学機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１５】
　　【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明のズームレンズは、物体側より順に、正の屈折力の第１群、負の屈折の
第２群、開口絞り、変倍に際して常時固定の正の屈折力の第３群、そして１枚以上の負レ
ンズを有する正の屈折力の第４群より構成され、該第１群と第２群の間隔を広げながら、
第２群を像面側に移動させ、かつ該開口絞りを移動させて広角端から望遠端への変倍を行
うことを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項２の発明は請求項１の発明において、前記ズームレンズは像を形成しており、広
角端から望遠端への変倍時、および無限遠物体から近距離物体にフォーカス時における全
系の最短射出瞳位置をEP、広角端における全系の焦点距離をｆｗ、半画角をωｗとおいた
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とき、
０　＜　｜（ｆｗ・tanωｗ）／EP｜　＜　０．１３
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項３の発明は請求項１又は２の発明において、広角端と望遠端における全系の焦点
距離を各々ｆｗ、ｆt、第ｉ群の焦点距離をｆｉ、望遠端で無限遠物体合焦時の該第３群
と第４群の主点間隔をe3T、
【数１】

としたとき
０．１　＜　｜ｆ２／ｆＡ｜　＜　０．２９
１．７９　＜　ｅ3T／ｆw ＜　２．７６
０．６３　＜　ｆ３／ｆ４　＜　１．０２
なる条件式のうち１つ以上を満足することを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項４の発明は請求項３の発明において、前記第４群は、変倍に際して物体側に凸状
の軌跡で移動することを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項５の発明は請求項１乃至４のいずれか１項の発明において、前記開口絞りは、中
間ズーム位置から望遠端にかけて像面側に移動することを特徴としている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項６の発明は請求項１乃至４のいずれか１項の発明において、前記開口絞りは、中
間ズーム位置で最も物体側に位置するような軌跡で移動することを特徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２１】
　請求項７の発明は請求項１乃至４のいずれか１項の発明において、前記開口絞りは、広
角端から中間ズーム位置への変倍の際、前記第１群と同じ軌跡で移動し、前記中間ズーム
位置から望遠端への変倍の際、前記第２群と同じ軌跡で移動することを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項８の発明は請求項５乃至７のいずれか１項の発明において、前記第３群に対して
前記開口絞りが光軸上において最も離れるズーム位置と望遠端における前記第２群と該開
口絞りの間隔を各々Ｌ２ｓ、Ｌ２ｔ、該ズーム位置と望遠端における該開口絞りと該第３
群の間隔を各々Ｌｓ３、Ｌ３ｔとするとき、
０．２ ＜ （Ｌ２ｓ－Ｌ２ｔ）／（Ｌｓ３－Ｌ３ｔ） ＜ ０．９
を満足することを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項９の発明は請求項１乃至８のいずれか１項の発明において、前記第１群と第２群
の変倍に伴う移動量を各々Ｍ１、Ｍ２とおいたとき、
０．５　＜　Ｍ１／Ｍ２ ＜　１．２
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　請求項１０の発明は請求項１乃至９のいずれか１項の発明において、前記第２群中の物
体側から順に第ｉ番目のレンズ面の曲率半径をＲ2iとおいたとき
０．５２　＜　｜Ｒ22／Ｒ23｜ ＜　０．９２
なる条件式を満足することを特徴としている。
ただし、レンズ面の曲率半径はレンズ面が非球面の場合は近軸曲率半径である。 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項１１の発明は請求項１乃至１０のいずれか１項の発明において、前記第３群は物
体側から順に正レンズ群と、像面側に強い凹面を向けた負レンズより構成されていること
を特徴としている。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２６】
　請求項１２の発明の光学機器は請求項１乃至１１のいずれかに記載のズームレンズを有
することを特徴としている。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　請求項１３の発明の光学機器は請求項１乃至１１のいずれか１項のズームレンズを有し
、撮像素子に像を形成する光学機器であって、
広角端から望遠端への変倍時、および無限遠物体から近距離物体にフォーカス時における
全系の最短射出瞳位置をEP、広角端における全系の焦点距離をｆｗ、半画角をωｗとおい
たとき、
０　＜　｜（ｆｗ・tanωｗ）／EP｜　＜　０．１３
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　第４群は１枚以上の負レンズを有している。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　●該第１群と第２群の変倍に伴う移動量(光軸方向に最も移動する量）をＭ１、Ｍ２と
おいたとき、０．５ ＜ Ｍ１／Ｍ２ ＜ １．２ ・・・（６）
なる条件式を満足することが所定の変倍比を確保しつつ、高い光学性能を得るのに好まし
い。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　図１３において、１０はビデオカメラ本体、１１は本発明のズームレンズによって構成
された撮影光学系、１２は撮影光学系１１によって被写体像を受光するＣＣＤ等の（所定
の対角線長の）撮像素子、１３は撮像素子１２が受光した被写体像を記録する記録手段、
１４は不図示の表示素子に表示された被写体像を観察するためのファインダーである。上
記表示素子は液晶パネル等によって構成され、撮像素子１２上に形成された被写体像が表
示される。
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